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（Constantini et al. 2012）の試みを見ておくこと
は重要である。
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（4）チェメロら（Chemero et al. 2007）は、サヒンらに
よるアフォーダンスの解釈を伝統的なギブソニアン的
な解釈とは異なる、表象主義的なアフォーダンス解釈
であると指摘している。ただし、チェメロらは、その
ような試みが持つ有効性自体については、計算論的に
展開するためのひとつの可能性として評価している。
（5）ミクロアフォーダンスとマクロアフォーダンスという
区別は、先に本稿で触れた外界特定的な情報と自己特
定的な情報との区別と深く関係しているように思われ
る。ミクロアフォーダンスに注目して議論を進めると
いう方針は、本稿の外界特定的な情報に注目するとい
う方針と同じ試みであるといえるだろう。
（6）近位空間とは単なる距離の問題ではなく、たとえば手
が届くかどうかということによって決定される。距離
が近くても透明な板のようなものでその行動が制限さ
れているとき、そのような空間は近位空間とはみなさ
れない。
（7）このことは逆説的に生態心理学的アプローチが情報抽
出理論に尽きないことを明らかにしている。生態心理
学におけるエージェントの要素には、先に確認したよ
うに、予期性のほかに少なくとも柔軟性があると考え
られる。その点において、生態心理学的アプローチに
は予期に関わる情報抽出理論以外に、柔軟性などに関
わる理論について考える余地が残されている。
（8）用語法上の問題で混乱を生むことになるのだが、チェ
メロによる「センソリモータ・エンパシー」は、本稿
における”sympathy”に分類される。
